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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。新入生をはじめ在

学生の皆さんも新学期を迎え心を新たにされていることと思います。

大学での数年間は授業やサークル活動を通して様々な先生や人に出

会い、知識を深め、各自の進む道を見極めていく時といえるでしょう。

そのために必要となってくるのが本であり学術情報です。図書館には

貴方たちの必要とする書物があり、存分に学術情報を提供してくれま

す。正に知の宝庫といえます。

龍谷大学は 1639（寛永 16）年に西本願寺境内に設けられた学寮

から始まりました。図書館の歴史も古く、学寮の創設後 10年を経た

時に10部の図書寄贈があったことに淵源があると記されます。現在、

大宮・深草・瀬田の 3キャンパスに図書館があり、それぞれの特徴

があります。

大宮図書館には国宝『類聚古集』や約 100 年前の「大谷探検隊」

収集による西域文化資料など多くの貴重文献があります。特に仏教関

係の文献は国内でも第一級で、海外からも多くの研究者や学生が訪れ

ています。深草図書館は 2015 年 4月に竣工した和顏館館内にあり

ます。地上 3階地下 2階のさらに充実した施設となりました。「長尾

文庫」など貴重なコレクションがあることで知られ、ナレッジコモン

ズも備えています。瀬田図書館は1989年のキャンパスのオープンと

同時にAVホールを持つ最新図書館としてスタートし、現在は自動化

書庫を有しています。

また文理連携した研究者の活躍によって 2001 年 4月に「古典籍

デジタル・アーカイブ研究センター」が発足しました。様々な研究が

なされ、龍谷大学図書館所蔵の貴重文献を貴重資料画像データベース

として、現在 2868 タイトル 5754 冊を公開しています。図書館利

用者は文系理系の両方において、実に多くのデータベースを利用する

ことができます。

平安時代中期の天台宗の学僧であった源信は著書『往生要集』の中

で「宝の山に入って手を空しくしてしかも帰ることなかれ」と説いて

います。これは仏法について説かれた言葉ですが、転じて学生の皆さ

んにとって図書館は知の宝庫であり宝の山なのではないでしょうか。

そして先ずは、図書館に足を向けることが大切です。書架の間を歩

き回り、実際に本を手にして下さい。本の手触りや重みなどから感じ

取るものがあるでしょう。パソコンなどの情報検索だけでは得られな

い思いもよらない書物に出会い、感動することもあるでしょう。図書

館に通い知の宝庫を身近とし知識を深められることを願ってやみませ

ん。

龍谷大学図書館長
道元　徹心

知の宝庫としての
図書館
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図書館では、学部生・短大生の皆さんを対象とした第七
回「私のお薦め本コンテスト－My Favorite Book－」を
実施しました。
今年度は、13篇の作品の応募があり、大賞1篇と優秀
賞4篇が入選となりました。表彰式は、12月20日（木）
に深草図書館 B1階ナレッジコモンズで行われ、受賞者の
みなさんに図書館長から、表彰状と副賞が手渡されました。
図書館 HPにて、図書館長講評文と受賞作本文を公開して

います。
お薦め本コンテストは2019年度も実施予定ですので、
皆さん奮ってご応募ください。

＜大賞＞
藤本　夏凜　（経営学部　経営学科　3年）
『注文をまちがえる料理店』小国士郎著、あさ出版、2017．

受賞者の皆さんと審査員



本書は幕末から昭和の最初期にかけて活躍
した松田仁左衛門という浄土真宗本願寺派（西
本願寺）の在家信者に光を当てたものです。
幕末の混乱期から明治にかけて、時代の動乱
に巻き込まれる西本願寺を物心両面にわたっ
て支えた松田が、やがて西本願寺と訣別して
いくことになる過程を描き出します。歴史研
究においては、とかく著名な人物に研究が集
中するものですが、本書はこれまで顧みられ
ることのなかった在野の人物を取りあげ、近
代真宗史研究に新たな視座を提供しています。
近代史研究ならではの醍醐味を感じさせる書
物です。

文学部准教授 市川　良文

　ビッグデータ時代の到来で『デ―タサイエンス』
が注目されるようになってきました。データと聞
くと自分には必要のない領域だと思ってしまうか
もしれません。しかし，我々の日常生活や仕事の
中でもデータサイエンスのスキルを身に付け，デ
ータを利活用する能力が必要な時代になってきて
います。本書を読んで，データサイエンスの必要性，
統計の概要，そのスキルの学び方などを知り，生
活の中でデータを活用し自らの意思決定につなげ
るような意識を持ってみませんか？

経営学部准教授 西岡　久充

朝鮮籍という表現に何を想像されるだろうか？
　多くの人は南北朝鮮の北側の国籍を思われるだ
ろう。実は最後のポツダム勅令として公布された
外国人登録令（1947年 5月 2日）によって外国
人登録証明書の国籍欄に記載された「地域の総称」
である。「朝鮮」とは主権国家を指さない。日本が
敗戦し、当時日本にいた全ての日本人としての朝
鮮人は「朝鮮籍」とされた。本書は6人の朝鮮籍
の人々の戦前と戦後に渡る生き様に迫るルポであ
る。

法学部教授 金　尚均

　最近「里山（さとやま）」という言葉をよく耳に
することになりましたが、都会で生まれ育った人々
はもちろんのこと、田舎で生まれ育った人であっ
ても、「さとやま」とは何か、我々の先人は長い歴
史の中でどのように「さとやま」と上手に付き合
ってきたのか、現代になってなぜ再び「さとやま」
の大切さを考えるようにしているのか、について
必ずしも自分の実体験や観察に基づいて説明する
ことができない場合が多くなっています。本書は
このような我々の素朴な質問を身近にある科学の
仕組みをとおして分かりやすく解説しています。
一年生の基礎演習などでぜひ一読していただきた
い一冊です。

政策学部准教授 金　紅実

Cool head, but warm heart というのは経
済学者なら誰でも知っているマーシャルの言
葉です。この本は冷静な頭脳と暖かい心を実
践している経済学者鈴木亘さんと、日本有数
の貧困地域である「釜ヶ崎」との戦いの記録
です。本書というか、鈴木さんが私にとって
素晴らしいのは、きちんと経済学の視点から
貧困と戦っているところです。経済学的な視
点は経済学を知らない人にも分かる形でコラ
ムにまとめられているので、全ての学生にオ
ススメです。

経済学部准教授 兵庫　一也

『近代西本願寺を支えた在家信者－
　　　　　　評伝松田仁左衛門－』

中西直樹［著］　法藏館　2017年　

『データサイエンス入門』
竹村彰通［著］　岩波書店　岩波新書　2018年　

『ルポ　思想としての朝鮮籍』
中村一成［著］　岩波書店　2017年　

『さとやま　：生物多様性と生態系模様』
鷲谷いづみ［著］　岩波書店　2011年　

『経済学者日本の最貧困地域に挑む』
鈴木亘［著］　東洋経済新報社　2016年　

瀬田図書館
瀬田 .本館 B1開架
188.72/ナナキ
資料番号 31705026621

深草図書館
深草 .文庫・新書
081/イワナ /1713
資料番号 11800005713

深草図書館
深草 .文庫・新書
081/イワナ /686
資料番号 11100021991

深草図書館
深草 .8号館閉架図書
368.2/スワケ -C
資料番号 11600047710

深草図書館
深草 .和顔館開架
316.821/ナイル  
資料番号11705016203

★

★

図書委員の
　  お薦め本
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ポランニー（1886 - 1964）はウィーン
出身の経済学者である。彼が生きた時代は世
界が２つの大戦を戦い、経済的にも疲弊した。
ポランニーの思想は今再度注目を集めている。
それは、近年のグローバル化反対や排外主義
を声高に訴える状況が、当時と似ているから
である。民主主義を犠牲にしてまでも、市場
取引や経済効率を最重要視し、利益を上げる
といった偏った考えからの脱却をポランニー
は構想し、人間のための経済の仕組みを模索
した。世界が再び同じ過ちを犯さないために、
ポランニーの考え方をたどることは重要であ
る。彼の思想を理解できる本書は、韓国語に
も翻訳され輝きを放っている。

国際学部教授 斎藤　文彦

　本書は、龍谷大学のOBであり、また現在
客員教授として教鞭をとっておられる高橋卓
志先生の近著である。『さよなら、仏教』とい
う刺激的なタイトルのもと、著者は僧侶・葬儀・
福祉のあり方などを仏教界に問うている。本
書には人間の生老病死の四つの苦しみを緩和
することに挑戦された著者の豊かな経験と智
慧が示されている。著者のその活動はテレビ
番組「プロフェッショナル 仕事の流儀」でも
取り上げられている。葬儀・福祉・寺院運営
等に関わる多くの学生に読んでほしい。

短期大学部　准教授 佐々木　大悟

　自然界には毒をもつ生物が多い。ハチ毒，ヘ
ビ毒，フグ毒などは身近なものである。昔，野
口英世博士は，渡米した先の Flexnerロック
フェラー医学研究所長のもとでヘビ毒を集め
る仕事を言い渡された。片手しか使えない野
口にとっては，恐怖であったと述懐している。
そのような様々な毒素，その作用機構，利用
法などにわたって紹介・解説してくれている
のが本著である。薬と毒は紙一重というが，ま
さにその様子が読み取れる。気楽に読める一
冊なので，ご覧あれ。

農学部教授 植野　洋志

　ナラティブとソーシャルワークとを同時に
書名に掲げた日本の書物は数えるほどしかな
く、この意味でユニークです。内容的には、
従来から重視してきたことをナラティブの視
点から説明しただけのように思う面もありま
すが、初めて「ナラティブ」や「ソーシャル
ワーク」を学ぶ学生には支援における重要な
視点を学べる書物です。個人からコミュニテ
ィの支援まで事例や写真を多用してわかりや
く書かれていて、データ分析にも触れている
ので、興味のある部分だけでも読んでみては
いかがでしょうか？

社会学部教授 栗田　修司

少し時間があるとふらりと本屋によって、
多種多様な本を眺めながら面白そうな本をよ
く衝動買いする。後でしまったと思うことも
あるが、面白い出会いが待っていることも多
い。既成の概念や思い込みをなんとか打破し
て新しい研究テーマを創り出すのが、私が目
指している研究スタイルである。
通説や固定観念を壊すような、あるいは新し

い視野を提供してくれる書籍は面白い。最近読んだ本の中で、多様な考
え方に触れる機会を与えてくれる本として「エマニュエル・トッドで読
み解く世界史の深層」鹿島 茂著（ベストセラーズ）と「ハーバード日
本史教室」佐藤 知恵著（中公新書ラクレ）を推薦したい。

理工学部教授 森田　善久

『カール・ポランニーの経済学入門 : 
ポスト新自由主義時代の思想』

若森みどり［著］　平凡社　平凡社新書　2015年

『さよなら、仏教』
髙橋卓志［著］　亜紀書房　2018年

『生物毒の科学』
ロナルド・ジェンナー /イヴェンド・ウンドハイム［著］　エクスナレッジ　2018年

『ナラティヴ・ソーシャルワーク
―“「支援」しない支援”の方法』

荒井 浩道［著］　新泉社　2014年　

『エマニュエル・トッドで読み解く
世界史の深層』

鹿島茂［著］　ベストセラーズ　2017年　

『ハーバード日本史教室』
佐藤知恵［著］　中央公論新社　2017年　

深草図書館
深草 .文庫・新書081/ヘイホ /784
資料番号 11500042984

瀬田図書館
瀬田 .本館 B1文庫 081/ヘイホ /784
資料番号 31500016827

深草図書館
深草 .和顔館開架
182.04/タタサ
資料番号 11800052367

瀬田図書館
瀬田 .本館2F開架
481.9 シロセ
資料番号 31805017815

大宮図書館
大宮　合研 .実践真宗学
346.8/ARA
資料番号 21400039546

深草図書館
深草 .8号館閉架図書
204/カシエ -C
資料番号 11705031634

深草図書館
深草 .文庫・新書
081/ラクレ /599
資料番号 11700025976
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2018年度大宮図書館特別展観
「大谷光瑞師の構想と居住空間」が開催されました

　2018年 10月 3日（水）～13日（土）、18日（木）の延べ12日間にわたり、大宮キャンパス本館展観室において、
大宮図書館特別展観「大谷光瑞師の構想と居住空間」が開催されました。今回の特別展観は、宗教者である大谷光瑞師（鏡如
宗主）が、教育者、研究者、実業者、農事者、著述家といった様々な側面を持っていた点を取り上げ、光瑞師の思想や構想の
原動力となった居住空間（建築物）や多彩な活動に関連した資料などを紹介しました。
　特に、期間中の10月5日（金）は、光瑞師の命日であり、遷化されて丁度70年を迎えました。節目の年であることから、
学内では、御命日の法要が執り行われるとともに、光瑞師のシンポジウムも開催されました。展観も通常の展観とは異なり、
古典籍デジタルアーカイブ研究センター、龍谷ミュージアムとの共催により、学外からの出陳協力を得て、開催されました。
期間中、学内・学外あわせて1200名余りの方々に御来館いただき、盛況の内に特別展観を終えることができました。

光瑞師法要写真
法要には、入澤学長をはじめ、学内外の研究者、図書館、ミュージアム、
古典籍デジタルアーカイブ研究センター等の関係者が参列しました。

展観ポスター
鏡如上人（大谷光瑞師）七条袈裟　（大谷記念館所蔵）

展観室内風景

大谷光瑞師幼少期墨跡
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多方面に及ぶ大谷光瑞師の活動
　西本願寺第22世宗主大谷光瑞師（法名 鏡如上人　1876～ 1948）は、仏教伝来のルートを調査するために、西本願寺
の子弟を中心に大谷探検隊を組織し、1902年～1914年の間、中央アジアへ3次に及ぶ派遣調査を行いました。本学所蔵
の重要文化財である「李柏尺牘稿」をはじめ数多くの仏教文物を将来し、学術研究に大きな成果を残したことで知られています。

　しかし、これまで光瑞師に関連する研究は、大谷探検隊を中心とした研究が多く、それ以外の活動は注目されることが比較
的少ない状況でした。光瑞師の70年余の生涯の中で、宗主時代は10年程度であり、宗主を退任されて最晩年までは30年
余になります。
　近年になって、宗主を退かれた後の光瑞師の動向について研究されるようになり、中国・台湾・ジャワ・トルコなど世界各
地で事業を興し、各地で拠点となる建築物を建て、起業家として活躍したことなどが注目されています。また、地理学や考古
学などの研究で業績を残したことや、教育者として子弟の育成に力を注いだことなども知られるようになってきました。

神戸二楽荘 光瑞師著『支那古陶瓷』

台湾逍遥園 旅順大谷邸

大谷光瑞師肖像 中央アジア地図
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図書館で閲覧できる大谷光瑞師に関係する図書
　今回の展観では、大谷光瑞師の活動の一つとして、著述家としての活動を取り上げ、光瑞師の著述をいくつか展示しました。
これらの著述のほとんど（貴重書を除く）は、皆さんが自由に閲覧することや、貸出することができます。（禁帯出本を除く）

大谷光瑞師著書画像

特別展観で展示された大谷光瑞師著述リスト（貴重書を除く）

分野 書名 刊行年 請求記号 資料番号（資料 ID）

真　宗 見真大師 1922

196.1/OTA 
024.98/175 
024.72/534 
196.1/261-W 
196.1/378-W 

29500069236
29750078170
29750148505
29850274773
21250017563

仏　教

観世音菩薩 1929
241.3/159 
209.9/449 

29650118893
29650117868

維摩経講話 1934
241.7/201 
241.7/218 
241.7/229 

29650119347
29650119371
29650119440

地　理

臺灣島之現在 1935
422.8/OTA 
422.8/5 
024.61/761 

29500069112
29650478183
29750191394

蘭領東印度地誌 1940
292.4/オコラ -F 
492.41/1 
424/OTA 

19540821148
29650486070
29500069123

産　業 熱帯農業 1942
591.02/OTA 
591.029/2 

29500069214
29650599943

植物学 花 1931
670.4/OTA 
024.96/1752 

29500069145
29750017483

文　化 食 1931
719.6/OTA 
719.6/9 

29500069327
29650659397

随　筆
光瑞縦横談 1936

091/OTA 
091/179 
024.3/1758 

29500069178
29550596663
29750197904

随筆百則 1941
091/OTA 
091/375 

29500069338
29550598233
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　その他、光瑞師の著述ではありませんが、今から110年前の1908年に、現在の場所に大宮図書館（現在の樹心館）が建
てられた折、当時西本願寺宗主であった光瑞師から図書の寄贈を受けました。その中の一つであるインドの地理・地誌書『The 
Imperial Gazeteer of India』は、現在でも積層書架に排架されていて、いつでも閲覧できます。

興味のある方は、この機会に、光瑞師に関係する図書を手にとってみてはいかがでしょうか。

 展観を御覧になれなかった方へ

　大宮図書館展観は、毎年秋、学校行事である報恩講（10月 18日）を含めて開催しています。開催は、図書館 HPやポス
ター・チラシなどでお知らせしていますが、今回の「大谷光瑞師の構想と居住空間」を御覧になれなかった方は、展観の図録
を図書館 HPで御覧いただくことができます。

上記のとおりに進んでいただきますと、大宮図書館で開催された
過去の展観（2013年度以降）の図録を閲覧できます。

『The Imperial Gazeteer of India』タイトル
請求記号　929.8/IMP/1～ 24
資料番号（資料 ID）20750035100～ 20750035337

『The Imperial Gazeteer of India』寄贈印
明治41年（1908）10月本山下附と記されている。

図書館HP→図書館案内→展観図録
（https://library.ryukoku.ac.jp/?page_id=270）
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瀬田図書館でのビブリオバトル
開催報告

　2018年 10月 27日（土）に「第5回全国高等学校ビブリオバトル滋賀県大会」を瀬田図書館にて開催しました。

　ビブリオバトルは、「人を通して本を知る。本を通して人を知る」をキャッチコピーに日本全国に広がっている本の紹介コ
ミュニケーションゲームです。ビブリオバトラー（発表者）たちがおすすめ本を持ち合い、1人5分の持ち時間で書評した後、
バトラーと観客が一番読みたくなった本、「チャンプ本」を決定します。

　本学では昨年より、全国高等学校ビブリオバトル滋賀県大会を主催しており、今年は昨年の発
表者数を上回る7校12名の高校生が滋賀県代表枠をかけ、ビブリオバトルを行いました。

今年は発表者数が増えたことにより、A～ Cグループに4名ずつ分かれて行うグループ予選
と各予選グループの予選通過者1名が進むことができる決戦の二部構成での実施となり、予選・
決戦の司会や会場運営は、本学の学生有志であるライブラリーサポーター（瀬田）が担当しました。

　予選は、瀬田図書館本館地下1階のグループワークルームにて行われたグループ予選では、観客が見守る中、緊張している
様子で懸命にプレゼンをする発表者や、観客が感心するほどの圧巻のプレゼンをする発表者など、学校や学年の壁を越えた白
熱した予選となりました。
　発表者が紹介した本は、以下のとおりです。

紹介本 著者名等 出版社
いなくなれ群青 河野裕 新潮社
イマジナリフレンド ミタヒツヒト 早川書房
折れた竜骨 米澤穂信 東京創元社
君の膵臓をたべたい 住野よる 双葉社
春琴抄 谷崎潤一郎 KADOKAWA
スターティング・オーヴァー 三秋縋 KADOKAWA
翼をください　上・下 原田マハ KADOKAWA
蜜蜂と遠雷 恩田陸 幻冬社
「ふつう」ってなんだ ? LGBTについて知る本 藥師実芳、中島潤 監修 学研プラス
本好きの下克上 香月美夜 TOブックス
招き猫神社のテンテコ舞いな日々 有間カオル KADOKAWA
よるのばけもの 住野よる 双葉社

　Aグループからは、滋賀県立高島高等学校3年の廣坂侑佳さん、Bグループからは、立命
館守山高等学校3年の関野凪さん、Cグループからは、滋賀県立高島高等学校3年の安達菫
さんが各グループ予選を突破し、瀬田図書館本館地下1階のナレッジスクエアに場所を移し
て決戦を行いました。30名以上の観客の中でのプレゼンとなりましたが、さすがは予選を勝
ち抜いた3名ということもあり、身振り手振りを駆使したり、時には笑いを誘ったりと、自
らのお勧めの本を精一杯アピールしていました。

　決戦の結果、滋賀県立高島高等学校3年の安達菫さんが紹介した「折れた竜骨」がチャン
プ本に輝きました。これにより安達さんは、よみうり大手町ホールにて開催される「マイナ
ビ 第5回全国高等学校ビブリオバトル決勝大会」への出場権を獲得しました。
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